
六
〇

曇

鸞

の

仏

徳

観

藤

堂

恭

俊

一

曇
鸞

は
世
親

の

『
無
量
寿
経
論
』
の
開
巻
劈
頭
の

「世
尊
我

一
心

帰
命
尽

十
方
無
礙
光
如
来
」
な
る

一
偈
の
な
か
の

「
世
尊

」
に
つ
い

て
、
註
釈
を
加
え

世
尊
者
諸
仏
通
号
。
論
智
則
義
無
不
達
。
語
断
則
習
気
無
余
。
智

断
且
ハ足
能
利
世
間
為
世
尊
重
。

　
と
い
つ
て
い
る
。

こ
の
見
解
は
同
じ
く
彼
の

『
略
論
安
楽
浄
土
義
』

②

に

「
仏
智
断
具
足
如
法
而
照
」
と
い
う
よ
う
に
継
承
さ
れ
て
い
る
が

と
も
に
仏
徳
を
表
示
せ
ん
と
す
る
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
曇
鸞
の
註
解
に
対
す
る
宗
学
者
の
理
解
は
ど
の
よ
う
に
あ
つ

た
で
あ
ろ
う
か
。
第
三
組
記
主
良
忠

(11
99
-
1
28
7
)
は
そ
の
見
解

③

を

『
論

註
nti�
_U
巻
第

一
に
出
し
て
い
る
。
即
ち

論
智
等
者
問
堡

。
云
断
正
使
断
徳
円
満
、
断
習
気
智
徳
円
驫

。

今
文
何
違
。
答
今
依
大
乗
。
大
乗
之
申
立
五
住
二
死
故
習
気
可
摂

無
明
法
執
、
断
人
法

二
執
断
徳
可
円
満
故
。

と
い
つ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
は
単
に
倶
舎

論
の
所
説
と
の
相
違
を
指

摘
す
る
に
と
ど
ま
つ
て
い
る
。

こ
の
良
忠

の

『
論
註
記
』
を
細
釈
し

④

゜

た
　
栄
(
1
34
2
-
14
2
3
)
は

『
論
註
記
第

一
見
聞
』

に
お
い
て

此

〔智
断
〕
二
徳
倶
自
利
也
。
次
恩
徳
者
大
悲
為
体
。
是
利
他
徳

也
。
此
智
断
二
但
表
裏
有
也
。
断
二
執
断
徳
円
満
、
是
表
也
。
断

徳
円
満
智
徳
円
、
是
裏
也

と
い
つ
て
い
る
。
ま
た
聖
聡

(戸ω①
①
N
1
4
40
)
は

「
論
註
記
見
聞
』

⑥

第
三
に
お
い
て



凡
仏
有
智
断
恩
三
徳
。
今
釈
即
三
徳
倶
挙
。
論
智
至

不

達
智

徳

也
。
語
断
至
無
余
断
徳
也
。
智
断
具
足
下
恩
徳
也
。

と
い
つ
て
い
る
。

こ
の
二
つ
の
細
釈
は
智
断
恩
の
三
徳
に
も
と
つ
い
て
理
解
を
進
め

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
三
徳
を
も
つ
て
配
釈
す
る
理
解

は
、問

文
意
如
何
。
答
挙
仏

三
徳
也
。
謂
論
智
等
七
字
智
徳
也
。
論
断

等

七
字
断
徳
也
。
智
断
等
八
字
恩
徳
也
。

⑥

と
い
う
道
光
(
1
25
1
---
13
3
3
)
の

『
論
註
略
鈔
』
巻
上
に
示
さ
れ
る
見

0

解
や
、
同
じ
く
道
光
に
帰

せ
ら
れ
る

『
論
註
拾
遺
抄
』
巻
上
に
示
さ

れ
る論

智

等
者
此
嘆
智
徳
即
報
身
也
。
語
断
等
者
此
依
断

徳

顕

法

身

理

。
能
利
世
者
恩
徳
円
満
即
応
身
也
。
三
身
三
徳
究
竟
円
満
。
即

所
尊
境
故
云
世
尊

と
い
う
見
解
に
お
い
て
、
既
に
発
表
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
も
の

を
襲
踏

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

斯
様

な
三
徳
を
も
つ
て
配
釈
す
る
理
解
は
後
世

の
宗
学
者
の
間
に

お

い
て
支
配
的
で
あ
る
。
即
ち
元
祿
四
年
(目
①O
戸)
の
撰
述
に
か
か
る

曇

鷺

の

仏

徳

観

⑧

巖
的
の

『
略
論
安
楽
浄
土
義
詳
解
』
巻

下
に

仏
智
断
具
足
者

智
断
恩
三
徳
之
中
ご

也

と
い
い
、
『
浄
土
徃
生
論
註
精
華
集
』

(享
保
七
年

嵩
bσN
撰
)

の
著
⑨

者
伝
秀
も
ま
た
そ
の
巻
第

一
に
お
い
て

、
三
徳
を
も

つ
て
配
釈
し
、

夊

『浄
土
論
註
研
機
鈔
』
の
著
者
賢
州
(
i
l
H
Q。
詰
)
も
ま
た
、
そ
の

巻
上
に
お
い
て
こ
れ
を
認
容
し
つ
つ
、
そ

の
解
釈
を

「
今
以
三
徳
釈

莪

諸
仏
無
鵬

纏

以
舞

三
爨

絮

遺
柑
二
弁
」
と
、

『
拾
遺
抄
』
に
ゆ
つ

つ
て
い
る
の
で
あ

る
。

・

か
く
道
光
以
降
、
支
配
的
で
あ
つ
た
三
徳
を
も
つ
て
配
釈
す
る
理

　

懈
に
対
し
て
雲
洞
(
16
93
-
1
74
2
)
は
、
そ

の
著

『
論
註
正
義
』
巻
上

に
お
い
て

「
是
明
智
断
恩
三
徳
円
満
相
。
而
其
所
拠
不
可
考
也
」
と

い
い
つ
つ
、

「
是
只
明

〔智
断
〕
二
徳
円
満
相
」
と
い
つ
て
い
る
の

に
よ
る
と
、
三
徳
を
も
つ
て
配
釈
す
る

こ
と
自
体
を
否
認
す
る
立
場

を
示
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

①

浄
土
宗
全
書

②

同

右

②

同

右

④

同

右

1
,

2
2
0
°

餌

1
;
6
7
1
.

a

-
b

ご

2
F
8
°

0

1
,
4
5
7
°

鋤
1

び

六

一



0⑥0⑧⑨0ti

同

右

同

右

同

右

続
浄
土
宗
全
書

同

右

同

右

同

右二

L
;

3
6
9
°

ぴ

1
,

5
6
9
°

魯

1
,

6
0
7
.

ぴ

♂

ω
ω
゜

び

bo
隔

置

Q◎
°

帥
コ

ぴ

2
,

4
5
1
°

簿

N

もQ
O
①
゜

鎚

斯
様

に
宗
学
者
の
間
で
は
曇
鸞
の

「
世
尊
」

に
関
す
る
見
解
を
、

智
断
恩

の
三
徳
を
も
つ
て
理
解
せ
ん
と
す
る
傾
向
が
圧
倒
的
で
あ
る

が
、
は
た
し
て
曇
鸞
自
身
の
見
解
に
対
し
て
忠
実
な
理
解
と
い
い
う

る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
い
か
え
る
な
ら
ば
曇
鸞
自
身

に
三
徳

の
概
念
が
あ
つ
た
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
視
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば

『
論
註
』

の
解
読
は
常
に
能

衷
現
者

た
る
曇
鸞

の
立
場
に
立

つ
て
行

う
こ
と
を
勝
義
と
す
る
か
ら

で
あ
る
。

そ
も
そ
も
智
断
恩
の
三
徳
説
は
眞
諦
三
蔵
の
訳
出
経
論
1

「
摂

①

②

大
乗
論
』
や

『仏
性
論
』

に
散
見
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
甚
だ
寡
聞

六
二

に
し
て
博
覧
を
欠
く
も
の
で
あ
る
が
、
真
諦
三
蔵
以
前
の
訳
出
諸
経

論

に
お
い
て
智
断
恩
三
徳
説
の
説
示
さ
れ

て

い

る

こ
と
を

知
ら
な

い
。
年
代
的
に
い
つ
て
北
齊
の
初

め
に
な

お
生
存
し
て
い
た
曇
鸞
と

陳
代
の
真
諦
三
蔵
と
は
甚
だ
接
近
し
、
曇
鸞
の
晩
年
と
真
諦
三
蔵

の

シ
ナ
に
来
て
か
ら
の
早
い
時
代
と
は
同
時
代
で
あ
る
が
、
曇
鸞
が
そ

の
三
部
の
著
書
の
な
か
に
真
諦
三
蔵

の
訳
出
諸
経
論
を

一
つ
も
引
用

し
、
使
用
し
た
跡
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
曇
鸞
自
身
に
智
断
恩
三
徳
の
概
念
の
存
し
な
か
つ
た
こ
と
を
物

語
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
り
と
す
る
な
ら
ば
三
徳

を
も

っ
て
配
釈
す
る
道
光
以
下
の
註
解
者

の
理
解
は

一
応

の
理
解
を

示
す
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
私
の
意
図
す
る
よ
う
な
、
曇
鸞
の
立

場
に
立

つ
て

『
論
註
』
の
所
説
を
理
解
し
よ
う
と
い
う
建
前
か
ら
す

る
な
ら
ば
、
当
然
そ
の
非
な
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

い
い
か
え
る
な
ら
ば
、
道
光
等

の
註
解
者
に
と
つ
て
は
智
断
恩

三
徳
が
既
成
概
念
ど
し
て
あ
つ
た
に
拘
ら
す
、
当
の
曇
鸞
自
身
に
と

つ
て
は
未
知
の
概
念
で
あ
つ
た
わ
け
で
あ
る
。

多
く
の
註
解
者
が
三
徳
を
も
つ
て
配
釈

し
て
い
る
こ
と
に
反
対
を

示
し
て
い
る
雲
洞
は
、

い
か
な
る
説
に
も
と
つ
い
て
立
論
し
て
い
る



の
ぞ
あ

ろ
う
か
。
即
ち
彼
は
浄
影
寺
慧
遠
の

『大
乗
義
章
』
巻
第
十

③

の

「
仏
徳
雖
多
要
唯
二
種
。

{
者
菩
提
行
徳
。
二
者
湟
槃
断
徳
」
と

い
う
説
を
引
用
し
て
い
る
点
か
ら
、
か
の
三
徳
配
釈
を
否
認
す
る
根

拠
が
伺
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
と
も
か
く
と
し
て
、
真
諦
三
蔵
の
訳

.出
経
論

を
参
照
引
用
し
て
い
る
慧
遠
で
す
ら
、

「
仏
徳
雖
多
要
唯
二

種
」
之

い
つ
て
菩
提
行
徳

・
涅
槃
断
徳
の
二
徳
を
挙
げ
て
い
る
こ
と

は
注
目

す
べ
き
事
実
で
あ
る
。
こ
の
慧
遠
の
示
す
二
徳
説
の
根
拠
は

い
か
な

る
経
論

に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
か
か
る
二

徳
説
の
詮
索
は
曇
鸞
の
智
断
一
一徳
説
の
根
拠
を
あ
き
ら
か
に
す
る
所

以
と
も

な
る
で
あ
ろ
う
。

①

摂

大
乗

論
世
親
釈
巻

第
八
、
釈
応
知
入
勝
相

「
論

日
。
為
転
依

。
釈

日
。
此
下
明
第

三
得
仏
法
用
。
為
得
如
来

無
垢
清
浄
法
身

。
即
漏

尽
無
畏

。

論
日
。
為
得

一
切
如

来
正
法

。
釈

日
。
即
是
能

説
障
道
能
説
尽
苦

道

二
無
畏

。
為

利
益
他
為
安
立

正
法

。

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

論
日
。
為

一
切
智
智

。
釈

日
。
即
是

一
切

智
無
畏
。
此
三
句
即
顕

へ

も

ヘ

へ

も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

へ

三
徳
。
初

明
断
徳

。
次

明
恩
徳

。
後

明
智
徳
。」

(
大
正
藏

経

ω
ゼ

2
U
7
.
a
-
b
)

同
右
巻
第
十

四

釈
智
差

別
勝
相

曇

鸞

の

仏

徳

観

②③

「
論

日
。
由
三
身
尊
至
。
具
相
無

上
覚

。

一
切
法
他

疑
。
能
除

我
頂

も

ヘ

ヘ

へ

礼
。
釈

日
。
此
偈
明

一
切
相
最
勝
智

。
三
身
即
是

議
徳
O
法
身

是
断

ヘ

ヘ

ヘ

ヨ

ヘ

ヘ

へ

で

へ

も

へ

徳

。
応
身
是
智
徳
。
化
身
是
恩
徳
。
由
三
身
故
。
至
具

三
徳
相
果

。

由

得
無

上
覚

故
最
勝
。

衆
生
於

一
切
法
中
生
疑
。

如
來
悉
能
為
除

断
。
」

(
大
正
藏

ω
μ
矯
ミ
9

。
)

仏
性
論
巻
第

二

顕
体
分

中
第

三
中
三
因
品

「
円
満
因
者

。
即
是
加

行

。
由
加
行

故
。

得
因

円
満
。

及
果
円
満
。

因
円
満
者

。

謂
福
慧

行
。
果
円
満
者
。
謂
智
断
恩
徳
」

(
-j<
正
藏

1
3
1
,
7
9
4
°
9
)

大
正
藏
経

心
♪

①
㎝
↑

o

雲
洞
の

『
論
註
正
義
』
ー
続
浄

b。
b
⑩
鈴

び
)

三

し
か
ら
ば
曇
鸞
は
い
か
な
る
経
論
に
も

と
つ
い
て
智
断
二
徳

の
説

を
表
明
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
先
づ
第

一
に
曇
鸞
が
も
と
つ
い
た
テ
キ

ス
ト
は
曇
鸞
に
先
立

つ
て
、
少
く
と
も
同
時
代
に
シ
ナ
に
訳
出
さ
れ

で

い
・る
と
い
う
こ
と
、
第
二
に
は
北
魏
の
仏
教
界
に
お
い
て
使
用
さ

れ
、
も
し
く
は
使
用
さ
れ
た
と
推
定
し
ろ
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
、
と

い
う
二
つ
の
条
件
を
具
備
し
た
テ
キ
ス
ト
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
う
し
た
二
つ
の
条
件
を
具
備
し
て
い
る
、
北
凉
曇
無
讖
訳

『
菩
薩

地
持
経
」
巻
第
三
、
。菩
薩
地
持
方
便
処
無

上
菩
提
品
に

六
三



云
何

為
菩
提
。
略
詭
二
種
断
二
種
智
。
是
名
菩
提
。

二
種
断
者
。

煩
悩
障
断
。
及
智
障
断
。
二
種
智
者
。
煩
悩
障
断
。
離
垢
清
浄

一

(叉
)

切
煩

悩
不
相
続
智
。
及
智
障
断
。

一
切
所
知
無
障
礙
智
。
復
次
清

,
浄
智

。

一
切
智
。
無
礙
智
。

滅

一
切
煩
悩
習
。

清
浄
明
達
永
断
・

無
余

。
是
名
無
上
菩
提
。
、彼

一
切
煩
悩
習
究
竟
断
智
。
是
名
為
清

浄
智

.

一
切
界

一
切
事

一
切
種

一
切
時
無
礙
智
是
名

一
切
智

0

と

い
つ
て
い
る
よ
う
に
、
智
断
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
二
種
を
説
示
し

て
い
る
。
こ
の
智
断
具
備
せ
る
菩
提

こ
そ
仏
で
あ
り
、
曇
鸞
は
こ
の

智
断
具
足
を
も
つ
て

「
世
尊
」
を
註
釈
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な

お

こ
の

『
菩
薩
地
持
経
」

の
異
訳
で
あ
る

『
菩
薩
善
戒
経
』
は
劉
宋

の
求
那
跋
摩
の
訳
出
に
か
か
る
も
の
と
し
て
、
曇
鸞
に
先
立
つ
て
訳

出
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
は
あ
る
が
、
そ
の
訳
文
が

「
菩
提
者
。
謂
二

②

種
解
睨

.
ご
種
智
慧
」
と
な
つ
て
い
る
関
係
上
、
曇
鸞
は
曇
無
讖
訳

凾に
も
と
つ
い
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
る
。

斯
様

に
曇
鸞
は

「
世
尊
」
.を
二
徳
で
表
明
し
た
の
で
あ
る
が
、

四
論

の
学
匠
た
る
曇
鸞
は
さ
ら
に

(論
)
欲
以

一
切
種
智
断
煩
悩
習

,当
習
行
般
若
波
羅
蜜

(釈

)
仏
智
慧
功
徳
.
於
無
量
阿
僧
祗
劫
。
広
修
広
習
善
法
久
薫

六
四

卿

故
。
於
煩
悩
習
無
復
余
気
。
復
次
仏
於

一
切

諸

功

徳

皆
巳
摂
尽

故
。
乃
至
煩
悩
習
気
永
尽
無
余
。
何
以
故
。
諸
善
法
功
徳
。
淌
諸

煩
悩
故

③

と
い
う
、『大
智
度
論
』
の
所
説
を
も
参
照

し
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

か
く

『論
註
』
に
帯
い
ら
れ
る
思
想
語
彙
の

一
つ
で
あ
る
智
断

の

経
典
的
根
拠
を
探
索
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
よ
つ
て

四
論
と
と
も
に
仏
性
を
も
研
鑽
し
た
ー

い
い
か
え
れ
ば
鳩
摩
羅
什

の
訳

出

諸

経

論

を

主

と

す

る
長

安

の
仏

教

と

、
曇

無

讖

の
訳

出

を
中

心

と

す

る

北
凉

の
仏

教

と

を
象

学

し

た

曇

鸞

の

実
績

を

あ

き

ら

か

に

見

出

し
得

た

よ

う

に
思

う
。

こ

の
小
論

を

『
論

註
』

は

そ

の
表

現

者

た

る
曇

鸞

の
立

場

に
立

つ

て
理

解

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

い
う
勝

義

性

の
確

立

の

た

め

の

一
礎

石

と

し

た

い
。

①

-?{
正

藏
経

3
0
,
9
0
1
.
b

い
う
ま

で
も

な
く

『菩
薩

地
持

経
』

は

『
瑜
伽

師
地
論
』
菩

薩
地
の

異
訳

で
あ
る
か
ら

、
玄
弉

訳

の
巻
第

三
十
八
菩
提
品

(
大
正
藏
経

3
0
,
4
5
8
.
c
)
を
参
照
さ
れ
た

い
。

②

大
正
藏
経

3
0
,
9
7
5
,
c

③

巻

第

二
十
七

(
大
正
藏
経

b。
α
博
b。
①
こ

げ
)


